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1日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ご相談に応じます。 

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

自治体職員としての誇りを高める
公務員倫理研修62

　公務員倫理は、公務員一人ひとりが、常に自分の行為を社会規範の観点から見つめ、自律的に行動するものに他なり

ません。しかし、個人の行動は、往々にして職場の行動原理にも影響を受けています。したがって、公務員倫理を考える

に当たっては、組織（職場）文化も射程に入れる必要があります。

　また、公務員の職務の特性（公益性・中立公平性・権力性・独占性・裁量の広さ）も、公務員倫理に影響を与える要素で

す。この理を無視して、「～をしてはならない」を覚えこませようとすることは、「公務員倫理の内面化」を阻害し、学習し

たことのない突発的な事態に対応できない事態を招く危険があります。

　この研修では、公務員倫理を、① 日常倫理 ② 仕事上の倫理に分け、それぞれが求められる理由を明らかにします。

講学上の分類が現実の問題と乖離しないよう、多くの悩み多き事例（倫理上のジレンマ）を挙げ、集団討論⇔講義を繰り

返しながら進めていきます。また、起こりうる不祥事や法令違反の洗い出しをして、防止策を考えます。

研修のねらい

■ コンプライアンスの必要性を確認し、倫理意識の向上が図れます。

■ 公務員として行うべきことと、行ってはならないことがより明確となります。

■ 実践的な事例研究により、日常業務に潜む“落とし穴”への対策が万全となります。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

全職員

午

　前

午

　後

１日コ ー ス

3． 公務員倫理の３類型 4． 不祥事の現状

◎ まとめと質疑応答

(1) 倫理と法
(2) 公務員倫理の源泉
(3) 公務員の職務の特質
(4) 公務員倫理の全体像
    ①日常倫理について
　 ②仕事上の倫理について

・ 懲戒処分の現状(1) 義務的行為（服務規定等）
(2) 組織の行動原理

◎ オリエンテーション ２． 公務員倫理の全体像

(1) コンプライアンスとは
(2) 時代の変化とコンプライアンス
(3) コンプライアンスの基本的考え方
(4) コンプライアンスの全体像
(5) 事例分類・原因分析

1． 法令等遵守（コンプライアンス）の基礎知識（総論）

◇ グループ討議 ◇
◇ グループ討議 ◇

◇ 研修の振り返り ◇

◇ グループ討議 ◇

半 日コ ー ス

１． コンプライアンスの定義と職場不祥事の現状
　 (1) 法治国家としての法構造
　 (2) 服務規律・人事院規則の合理性
　 (3) 公務外非違行為

2． コンプライアンスを５Ｗ１Ｈで整理する
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61 コンプライアンス違反の対策を習得する
コンプライアンス研修

半日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～12:00又は13:00～16:00　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

まず最初に、当事者意識をもって研修に臨めるよう、コンプライアンスに関して、公務員には民間人と異なり、特有な

規制と規範があることを理解します。

その後、コンプライアンスの必要性と効果を考えます。知っている法律と知らない法律があることに気付き、法律以

外の領域もコンプライアンスに該当することを認識します。

また、リスクマネジメントについても学びます。現状を洗い出し、プロセスに違和感があった場合の予防策を身に付

け、コンプライアンス違反が生じない組織づくりをめざします。

本研修では、ペアワークや個人演習を行うことで、より当事者意識の醸成と理解力向上を図ります。

研修のねらい

■ コンプライアンスの定義・範囲を理解し、実行できない場合のリスクを習得します。

■ ５W１H（What/Why/When/Where/Who/How）のスキームを当てはめることで、理解を促進します。

■ コンプライアンス違反を予見するために職務を洗い出し、PDCAの考え方を習得することで、
　 リスクが生じる前の段階で「客観的な問題」及び「管理職の課題」に気付くことができます。

4． まとめ

◇ 演　習 ◇
「 コンプライアンスチェックシート 」

◇ 演　習 ◇
「 コンプライアンスリスクの共有 」

3． コンプライアンス違反の防止と対策
　 (1) 担当職務のプロセスを洗い出す
　 (2) 現状と理想のギャップ（差）を見いだす
　 (3) 考えられる最悪なイメージを考える
　 (4) ギャップが生じている真因を考える
　 (5) 具体的で効果的な対策を考え予防する

課長
補佐 課長 部長係長

What：
（目的）
Why：

（理由）
When：

（場面）
Where：

（状態）
Who：

（対象）
How：

（手段）

コンプライアンスを実行する目的は何か

なぜ、コンプライアンスを実行しなければ
ならないのか
いつ、どのような場面でコンプライアンス
が必要か

コンプライアンス徹底によってどうなるか

職員は当然、利害関係者まで対象範囲に
なるのはなぜか
どうすればコンプラインスを的確に
実行できるか
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